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A 20 風味調味料-^消肴右々･Iﾄﾞおら<^棟索
気溥･リヤナ大学裴-o暮下借子　拓伯俊子　高本有子

食　物　It

　目的　琳,味絹味料ぱ拓落調味料及lK風味冷料･て穂難，庚塩専を加え軌燥し，粉末戻ヵヽ

粒状奪,'しμ調味料マあ‘), 調理の際佩,味源料の有り及び･味を付ぷすI ものれヽ9" k軋

■
*されている。こ柘ま調理上・簡便征k価格お安いこ□ヽら利用名が4加し，メーガ一軋

も/S社&.雇k勿看されてぃれ^ こﾏ礦右らは剥用寸イりヽら風昧調味料の一般加分。剛

%-いぼ鎚検■を行りい，天然旨味調味料と。相まk 々の使用法を和<) れ，ヽ'c力±.β。

　方涵　試料･3:粉末･ ヵヽ血武風昧調味軒を夕鏡(か～E) ，化学調味料を冶まりいぞしの

系iz連げ哺)を用い水瓶pH,塩瓶叔分，不塞性固形分，唯^。ﾀ一又クレオケド

を測定しft 。永みは春外編沁ふ計，脚りμ－タつ塩分ぽ嘘分計を用い，魂分ぱぺ,しト

タン彦，QxVしn祓征フミノ酸冷ヽ細史量彦。ダー又7レオザドiμ才ン史換クロマトグラア

i －I'd: り測定しfこ。不審作図形分・データば風原料り唱量。雑色値kしに官能験

金,μ㈲かっ拓節4か抽琳波t戦味調味料疲を試料ｋし，μ,K^教法をふヽた。風床調

味糾ぷ槐口吻調味,粁を合まれずごレの系2種･ひフヽ･て祓位広を糾ヽT ^tな，た，

　羅巣　風味釧4料は未みA四以下, 糖分卵仰ｽﾞ下で, 羞加^ルC･Dバお呪以耳他は3「

ゾ以下てあフμ。声,^ ぷ,μ～6,俘.,不参性^恥か,^ £23 ヽ･?.刄呪，6＼u ^ばルカ～￥/,/i一

必, i'－i珂ﾝ･ね,67 ｡,'J,3i･-A＼:洙糾認めら瓦イ’-(kμP＼t 1種・うら千種/こ認めら氏 >■''

～μφi- iつ・だ。%能梗査で,3，削りいフお節・はうが蔵味調味粁よりi意･こ好まれか,。

風味調味軒k ね学調味斡を^まりいr-: いあ。順位ブ｡ヽすにフヽ，Tiも化啓調味秤£唐i 'J

い/･-:■し'^系ダ肩意心刃まkへなit-' r-. 風味調味粁にﾌいT ･^肩噫･まが｀価めら,れいヽつた。

A 21 調理品の食塩魂度乙ワインの星喋妙果;の関係

同心社女欠家攻O安嶺尊雄

皿味畷学園女短大石村首代

　目的　ﾜﾉにノI調理K Ifレ ft場衡味については一報I･こおいしくなi'どされている鳶
他の治頬に比べ肩賊酸を｡多く含んでﾚSフイyの特項から特に塩味に対してｔ｀のような影

警をキ･える力ヽ乞検討し把。
　方渚調埋ゐtして白漸,免寮し，午肉しぐれ煮，乙り肉び十エうビーフンナエー，Y.
り肉かう楠lf, ミートソース，ガタードエスーフ, サラrrレッシング喩ど//趨辞色もソ

和ﾔ?-。ワイプぱぶ柱製,のも白て峡破にはすべて同一ロットのもの£用いだ。%能核査

l良二凍比軟宏によっ狐

1)

　　f●　7=-=-=　　　　・糾泉　喰息tilし皐使用-t力はる場牝ワインによソ塩味がやわらけりれた叫食塩瀬添

ではg.味が強められた。次に自弁i､蒸し, いﾉ肉シキヱー，ミートソー乙コンソメスＯでは星.味炉強めシ収仁．次に自身M､熹し，"Cり肉シ今ヱー，ミートソース．コンソメス

ヽア，ポターンユースープなごに名ヽいて食塩.濃榎左変えた場な，准:ヽ塩濃友終低ﾚ6 ^ かよ味を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜●四・ゝ　－I〃？　　･=　　ｌｉ　ｆ｀　ｌ　　’　ｌ・　　　　　　　　　　　●　　　・　　　　　　　　　　．毒くするい巧£味増強知素伊抑ﾉﾌまた総合的なあヽﾚ・しぐ･ておレベも好ま蜘る傾向にあ

っ仁．一才, 食塩濃度恥あい場かよ塩ヵヽりでき押制する効禾が認められ払こり星味効果

拶曳化する釦碁豪友iぷ俳腿の種額･ユリ異なって1^る．これり》二訓叫ワイプ色調理

口恥｀る:: いC|. ち^常の食塩ｊ


